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２

附
則
第
二
十
条
の
三
第
三
項
の
規
定
は
、
財
務
大
臣
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
財
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
の
申
請
の
手
続
そ
の
他
同
項
の
承
認
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
適
用
法
人
に
対
す
る
法
律
の
規
定
の
適
用
の
特
例
）

第
二
十
条
の
八

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
こ
の
法
律
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
さ
れ
た
財
務
大
臣
の
承
認
を

受
け
た
法
人
（
以
下
「
適
用
法
人
」
と
い
う
。）の
役
職
員
（
非
常
勤
の
者
を
除
く
。）は
、
附
則
第
二
十
条
の
三
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
三
十
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
郵
政
会
社
等
の
役
職
員
と
み

な
す
。

２

適
用
法
人
の
業
務
は
、
第
四
章
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
郵
政
会
社
等
の
業
務
と
み
な
す
。

３

適
用
法
人
は
、
第
六
章
（
附
則
第
二
十
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
郵
政
会
社
等
と
み
な
す
。

（
組
合
員
等
に
対
す
る
督
促
及
び
延
滞
金
の
徴
収
）

第
二
十
条
の
九

日
本
郵
政
共
済
組
合
は
、
掛
金
又
は
負
担
金
を
滞
納
し
た
組
合
員
又
は
郵
政
会
社
等
若
し
く
は
適

用
法
人
に
対
し
、
期
限
を
指
定
し
て
、
掛
金
又
は
負
担
金
の
納
付
を
督
促
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
督
促
は
、
督
促
状
を
発
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
督
促
に
よ

り
指
定
す
べ
き
期
限
は
、督
促
状
を
発
す
る
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
上
を
経
過
し
た
日
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
督
促
は
、
民
法
第
百
五
十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、時
効
中
断
の
効
力
を
有
す
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
つ
て
督
促
し
た
と
き
は
、
日
本
郵
政
共
済
組
合
は
、
掛
金
又
は
負
担
金
の
額
に
つ
き
年
十

四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
で
、
納
付
期
限
の
翌
日
か
ら
掛
金
若
し
く
は
負
担
金
の
完
納
又
は
財
産
の
差
押
え
の

日
の
前
日
ま
で
の
日
数
に
よ
つ
て
計
算
し
た
延
滞
金
を
徴
収
す
る
。
た
だ
し
、
掛
金
又
は
負
担
金
の
額
が
千
円
未

満
で
あ
る
と
き
、
又
は
延
滞
に
つ
き
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
特
許
法
の
一
部
改
正
）

第
六
十
九
条

特
許
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
中
「
基
く
」
を
「
基
づ
く
」
に
、「
郵
便
に
よ
り
」
を
「
郵
便
又
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
信
書
便
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
六
項

に
規
定
す
る
一
般
信
書
便
事
業
者
若
し
く
は
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
特
定
信
書
便
事
業
者
の
提
供
す
る
同
条
第
二

項
に
規
定
す
る
信
書
便
（
以
下
「
信
書
便
」
と
い
う
。）の
役
務
で
あ
つ
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
」

に
、「
郵
便
局
」
を
「
郵
便
事
業
株
式
会
社
の
営
業
所
で
あ
つ
て
郵
便
窓
口
業
務
の
委
託
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二

十
四
年
法
律
第
二
百
十
三
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
郵
便
窓
口
業
務
を
行
う
も
の
（
同
法
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
又
は
同
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
再
委
託
を
受
け
た
者
の
営
業
所
を
含
む
。）」
に
、「
そ

の
郵
便
物
の
通
信
日
付
印
に
よ
り
表
示
さ
れ
た
日
時
が
」
を
「
そ
の
郵
便
物
又
は
信
書
便
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定

す
る
信
書
便
物
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
信
書
便
物
」
と
い
う
。）の
通
信
日
付
印
に
よ
り
表
示
さ
れ
た
日
時
が
」

に
、「
そ
の
郵
便
物
の
通
信
日
付
印
に
よ
り
表
示
さ
れ
た
日
時
の
う
ち
」
を
「
そ
の
郵
便
物
又
は
信
書
便
物
の
通
信
日

付
印
に
よ
り
表
示
さ
れ
た
日
時
の
う
ち
」
に
改
め
る
。

第
百
九
十
二
条
第
二
項
中
「
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）

第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
一
般
信
書
便
事
業
者
若
し
く
は
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
特
定
信
書
便
事
業
者
の
提
供

す
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
」
を
削
る
。

（
国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
）

第
七
十
条

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
八
条
中
「
郵
便
局
そ
の
他
の
」
を
削
る
。

第
百
二
十
八
条
第
五
項
中
「
、
日
本
郵
政
公
社
」
を
削
る
。

（
国
税
徴
収
法
の
一
部
改
正
）

第
七
十
一
条

国
税
徴
収
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
六
十
三
条
」
を
「
第
四
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
）

第
七
十
二
条

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
二
条
第
四
項
中
「
郵
便
物
運
搬
用
自
動
車
、」を
削
る
。

（
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正
）

第
七
十
三
条

災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
五
号
中
「
、
日
本
郵
政
公
社
」
を
削
る
。

５

前
項
の
規
定
に
よ
り
延
滞
金
を
徴
収
し
た
場
合
に
お
い
て
、
掛
金
又
は
負
担
金
の
一
部
に
つ
い
て
納
付
が
あ
つ

た
と
き
は
、
そ
の
納
付
の
日
以
後
の
期
間
に
係
る
延
滞
金
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
掛
金
又
は
負
担
金
の
額
は
、
そ

の
納
付
の
あ
つ
た
掛
金
又
は
負
担
金
の
額
を
控
除
し
た
金
額
に
よ
る
。

６

掛
金
又
は
負
担
金
の
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
延
滞
金
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
て
計
算
す

る
。

７

督
促
状
に
指
定
し
た
期
限
ま
で
に
掛
金
若
し
く
は
負
担
金
を
完
納
し
た
と
き
、
又
は
前
三
項
の
規
定
に
よ
つ
て

計
算
し
た
金
額
が
十
円
未
満
の
と
き
は
、
延
滞
金
は
、
徴
収
し
な
い
。

８

延
滞
金
の
金
額
に
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
は
、
切
り
捨
て
る
。

（
滞
納
処
分
）

第
二
十
条
の
十

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
督
促
を
受
け
た
組
合
員
又
は
郵
政
会
社
等
若
し
く
は
適
用
法
人
が
、

同
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
掛
金
又
は
負
担
金
を
完
納
し
な
い
と
き
は
、
日
本
郵
政
共
済
組
合

は
、
国
税
滞
納
処
分
の
例
に
よ
つ
て
こ
れ
を
処
分
し
、
又
は
組
合
員
若
し
く
は
郵
政
会
社
等
若
し
く
は
適
用
法
人

の
住
所
若
し
く
は
財
産
が
あ
る
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
対
し
て
、
そ
の
処

分
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

日
本
郵
政
共
済
組
合
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
国
税
滞
納
処
分
の
例
に
よ
り
処
分
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
財

務
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

市
町
村
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
の
請
求
を
受
け
た
と
き
は
、
市
町
村
税
の
滞
納
処
分
の
例
に
よ
つ
て

こ
れ
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
日
本
郵
政
共
済
組
合
は
、
徴
収
金
額
の
百
分
の
四

に
相
当
す
る
金
額
を
当
該
市
町
村
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
先
取
特
権
の
順
位
）

第
二
十
条
の
十
一

掛
金
、
負
担
金
そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
日
本
郵
政
共
済
組
合
の
徴
収
金
の
先
取
特
権

の
順
位
は
、
国
税
及
び
地
方
税
に
次
ぐ
も
の
と
す
る
。

（
徴
収
に
関
す
る
通
則
）

第
二
十
条
の
十
二

掛
金
、
負
担
金
そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
日
本
郵
政
共
済
組
合
の
徴
収
金
は
、
こ
の
法

律
に
別
段
の
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
国
税
徴
収
の
例
に
よ
り
徴
収
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
二
十
条
の
十
三

附
則
第
二
十
条
の
三
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
郵
政
会
社
等
役
職
員
、
郵
政

会
社
等
、
日
本
郵
政
共
済
組
合
及
び
適
用
法
人
に
対
す
る
こ
の
法
律
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政

令
で
定
め
る
。

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
長
期
給
付
に
関
す
る
施
行
法
の
一
部
改
正
）

第
六
十
七
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
長
期
給
付
に
関
す
る
施
行
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
第
二
項
中
「
又
は
日
本
郵
政
公
社
」
を
削
り
、「
と
い
う
。）」
の
下
に
「
又
は
新
法
附
則
第
二
十
条
の

三
第
二
項
に
規
定
す
る
郵
政
会
社
等
（
第
五
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
「
郵
政
会
社
等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
五
十
四
条
第
一
項
中
「
国
等
」
の
下
に
「
又
は
郵
政
会
社
等
」
を
加
え
る
。

（
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
六
十
八
条

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
郵
便
局
そ
の
他
の
」
を
削
る
。
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